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第３回環境フォーラム 

 

勇払原野の新しい環境保全の試み 

苫東緑地のフットパス利用と森林健康 

 

２０１１年１０月２２日（土）１３：３０～   

苫小牧市サンガーデン        

  

１．開会 

（司 会） 

 定刻になりましたので、環境フォーラムを始めさせていただきます。 

 本日は天気が思わしくない中、お集まりいただき、どうもありがとうございます。私は、

今日の進行を務めさせていただきますＮＰＯの草苅と申します。環境コモンズの事務局と

北海道開発協会の環境コモンズ研究会の事務局と両方をやっております。どうぞよろしく

お願いします。 

 このフォーラムは一昨年、ＮＰＯが誕生

する前に、北海道開発協会の環境コモンズ

研究会とＮＰＯの設立準備事務局が共催で

1 回目を開催させていただき、今回で 3 回

目になります。今回のフォーラムのタイト

ルは、「苫東緑地のフットパス利用と森林

健康」です。これはＮＰＯ活動の根幹にか

かわるといってよい､勇払原野の資源利用

を、フットパスと森林における身心の健康

づくりにつなげながら、お二人にご講演いただきます。 

 私どもの取り組みの基本的な部分につきましては、釧路公立大学の小磯学長に基調報告

で、「環境コモンズの意義」ということで幅広く、掘り下げたお話をしていただきます。 

私がこのままスライド等を使って経過報告に入り、小磯先生に基調報告の冒頭で、主催者

のご挨拶も兼ねてお話ししていただこうと思っております。では早速、ＮＰＯ苫東環境コ

モンズの取り組みの経過を説明してまいりたいと思います。 
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２．基調報告１ 

『ＮＰＯの取り組みの経過』 

 

ＮＰＯ法人苫東環境コモンズ 

 事務局 草苅 健氏 

 

 

 苫東だけを活動の対象にして、昨年の 1月に誕生したばかりのＮＰＯですが､この 1 年何

をしてきたのか、どんな仕組みで動いているのかということを中心にご紹介してまいりま

す。このＮＰＯの名前を初めてお聞きになるかたもいらっしゃるかもしれませんので、既

にご存じの内容と重なるかもしれませんが、ご容赦いただきたいと思います。 

 まず、あらかじめお伝えしておきたいと思うのは、このＮＰＯは「苫東」という冠を頂

いているので、大半の土地を所有している苫東会社に頼まれて発足したのではないか、あ

るいは行政など開発関係者の要請があって誕生したのではないかとお考えのかたもいらっ

しゃるかと思いますが、全くそのようなことはございません。時代が変わり、開発か自然

保護かという議論を経て、勇払原野と苫東の自然が、国立公園とは違うかけがいのない地

域の宝だという市民あるいは道民が、純粋に自由意志で立ち上げたものです。会費という

個人寄附と役務を提供する個人活動、そして決して大きくはない企業の経営者のかたがた

から支援を受けて動き出した、いわば自ら身近な環境の手入れを行うファンクラブのよう

なものだとお考えいただければよろしいかと思います。 

「コモンズ（commons）」という言葉は、入会地とか共有地という意味の英語です。ここ苫

東には、そのようなところがふんだんにあって、地域の慣習としてある程度自由に入るこ

とのできる状態ですが、これを私たちは「環境コモンズ」と特に誰に断るでもなく呼ぶこ

とにしました。その代わり自分たちも環境を保全する作業をやっていくということです。 

 ＮＰＯの誕生の背景を紹介します。この

表紙は、2008 年の「モーリー」という環境

雑誌の 12 月号で、里山が特集されました。

とても耳に心地よい「里山」という言葉で

すが、厳密には北海道には本州のような歴

史のある里山はないと一般にいわれていま

す。そんな中、投稿の原稿依頼がきっかけ

になり、苫東の雑木林がこの特集号のトッ

プを飾ることになったわけです。歴史を辿

りますと、つた森山林は、100 年という人の手入れの歴史を持っていたということで、選

ばれることにある程度の理があったと考えています。ＮＰＯは昨年 1月に法人の認定を受

けましたが、その中心的な仕事である林の手入れは、備蓄基地の北側にある、雑木林のケ

アセンターと呼んでいる小屋を拠点にして、すでに 10 年以上前から行われてきたもので

す。大体 11 月から 3月までの毎週土曜日、チェンソーを持って作業をします。そうすると

この一帯では、サラリーマンの成人男子 1人で、ちょうど 1シーズン 1ヘクタールの林が

手入れできる状況にあります。 
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 手入れされた林は、このような林に変わ

っていきます。左側が間伐をしていったと

ころ、右側が手入れをしていないところで

す。こういった林になる数年前までは、実

際の林に入ってみると、この写真のように、

あちこちで風倒があり、かかり木があり、

つるに絡まれているという、累々とした被

害の箇所がありました。 

 左上の写真、樹木の先端の方はもう伸び

るのをやめて、つるに絡まれて、一言でい

えば樹木たちがうめいているというのが、

手入れのされない林の現状です。それを丁

寧に丁寧に保育しながら、林を変えていく。

そして、下から飛行機も見えるようにして

いくのです。これらを手入れしてまいりま

すと、林は鮮やかになっていきます。右側

は何もしていないところですが、手入れし

た左側の林はこのように美しく紅葉するわ

けです。手をかけると植物が応えてくれる

のはガーデニングに似ています。何もしな

いで放置しておく林がよいわけではない、

ということがお分かりいただけると思いま

す。 

 また、手入れされた林は、手入れされて

いない林に比べて昆虫のバラエティーがぐ

んと増えるということも、明かりを点けた

トラップ調査で分かりました。間伐によっ

て太陽光線の入り方が変化し、風も吹き抜

け、明るさだけでなくて温度や湿度も多様

になって、いろいろな植物が生育可能になってきていることが大きく関係しているのでは

ないかと思います。 

 コナラが多い里山では、珍しい昆虫も多く発見されていますが、小屋の周辺では、とり

わけカナヘビや、アオダイショウなどの爬虫類やコウモリなどもいます。特にアオダイシ

ョウの抜け殻は今期、小屋の中と外で 6匹の脱皮が見られました。つまり、春から秋まで

何匹かの蛇が脱皮を繰り返している。恐らく小屋を中心にして林が里山化されていった現

況が、何か非常に成長のいいものになっているからではないかと思います。 

 次に、苫東環境コモンズは何をするのかを、簡単に説明します。 

 従来は、そのエリアに入って山菜やハスカップを採るという、頂くだけだったのを、環

境コモンズという概念は私たちの役務を提供し、非常に影響の少ない形でそこを利活用し

ようということです。基本的にはコナラを中心とした雑木林の保育をし、それを利用しな
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がらフットパスを作って、心身の健康のために歩いたり、あるいはコナラの雑木林の持続

的保全の方法やハスカップの遷移などについて研究していくということを活動の対象にし

ております。エリアは飛び飛びですが､いずれも土地の所有者が全くと言っていいほど使っ

ていない場所、あるいはこれからかなり遠い将来に使われるだろう場所を中心にしており

ます。あるいは、プロジェクトの中では見放されているような場所を主たる対象にしてい

ると考えてもらってもよろしいかと思います。 

 これが具体的な図です。苫東環境コモン

ズというのは、勇払原野という広い中に苫

東という一角があり、その中にギブ･アンド

・テークの環境コモンズというエリアを設

定して、私どもが主たる担い手としてかか

わっていこうというものです。勇払原野で

は、他にもＮＰＯ的なかたがたが活動され

ていますが、手を結んでエリア全体の保全

あるいは利活用に役立てていこうというこ

とです。 

 このような活動の動機は、先ほどの風倒木に象徴されますが、このプロジェクトは苫東

会社が、一つのインダストリアルパークという位置づけの中で、ふんだんな緑地を持って

戦略的にやっていくという予定でしたが、経営上の破綻の後、会社の縮小もあり、緑地の

管理まで手が回らくなったということがあったと思います。また、苫東の林やハスカップ

の原野は、立地企業の敷地は別にすると、従来から個人的に土地所有されているというよ

りも、国有地とかパブリックの土地として地域全体がとらえていたということもありまし

た。したがって、環境コモンズという発想は割と唐突ではなかったものと言えます。 

 詳しい仕組みですが、苫東環境コモンズ

という概念の中に、ＮＰＯはその担い手と

して動き始めており、バックに開発協会の

中に設けた環境コモンズ研究会がありま

す。ここの中心は、後で基調報告をしてい

ただく小磯先生です。小磯先生は、苫東プ

ロジェクトについては北海道開発庁にいる

時代に計画分野から携わってこられたかた

です。もう一人の研究会の委員の辻井先生

は、苫東計画を動かしていくときに環境に負荷の少ないものをどう作るか、環境保全の立

場で環境アセスメントその他に非常に深くかかわってご指導いただいた先生です。この両

先生を中心とした研究会で、いろいろご指導いただいたり、こちらのほうからは状況の報

告をしたりという間柄で進んできました。 

 また、土地の所有者ということでは、私たちは苫東会社さんの緑地検討という会議の中

に、コンサルではありませんが、技術士のボランティアという形でかかわっており、包括

的な協定を結んでいるという関係があります。苫東の広葉樹の保全等をどのように進めて

いくかなどについても、小磯先生、辻井先生との意見交換を参考にしながら、苫東さんと
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かかわっています。 

 今、ＮＰＯと企業さん、それから行政が手を携えて一つの環境保全活動をやることを、

英国仕込みの言葉で「グラウンドワーク」と言っておりますが、残念ながらＮＰＯは、行

政や企業とのつながりはまださほど強くないという状況です。ＮＰＯは、道央圏の住民と

か道内外のファンに支えられて、多少「新たな公」という言い方に近い部分を担って、そ

れをミッションにしています。 

苫東環境コモンズの原型の一つは、みんなが自由に入っていたハスカップの原野、ある

いはハスカップです。それから、立地企業の皆さんが、自分たちの施設が森林火災等で延

焼しないように愛護組合というものを作っていました。また、遠浅町内会さんが、苫東の

緑地を自ら管理しながら使わせてもらうという関係性を、土地買収の前から行ってきてい

ました。このほか、林を育てる市民同志のコンペとか、各地のファンが苫東を訪れて森林

散策をするといったことが、苫東環境コモンズの原型になっていたと思います。 

 苫東環境コモンズの活動を紹介すると、

冬場の山仕事を春まで続け、4月、5月から

薪割りを始めて、このように春の 1日、薪

の山を幾つも積むのです。これを地域のか

たがたのストーブ暖房に使っていくという

循環をして、余ったものは、欲しいかたに

有償で分けて、ＮＰＯの資金に回すことも

しています。 

 昨年秋には、コミュニティーの森づくり

がスタートした記念にシンボルツリーを祀ったところ、散歩のときなどに手を合わせる町

内会のかたがたくさんいらっしゃると伺っています。 

 広葉樹の保育には、伐採すると根元から萌芽するという広葉樹の特徴を利用することで、

持続可能な地域資源と言えるかと思いま

す。伐採には高度なテクニックを要するチ

ェンソーを使いますので、私たちは年に 2

回程度の講習を行っています。また、機材

などの装備は基本的には個人で用意します

が、一部はＮＰＯが貸し出しすることもし

ています。こういった厳しい山仕事ばかり

ではなくて、キノコの勉強会や山菜を採っ

て食べるとか、ほだ木を並べてみるなど、

皆で楽しめるレクリエーション的な活動も

やっています。 

 柏原あるいは雑木林の中にあるフットパスが、非常に気持ちのよいものであることから、

夏場の仕事にその手入れがあります。フットパスのサインを作って、最終的にはマップと

組み合わせていくことになります。それから、小屋の周辺はうつで悩むかたがよくおいで

になる場所でもあるので、憩いの場となるように、休憩に使えるような整備をしています。 

 今、会員は 37 名、団体でご協力いただいている企業は 9社、支援会員 16 名です。この
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ような日常活動は、運営委員の 4名でやっ

ており、組織的には運営委員 4名の下に苫

東ウッディーズと、薪を造って分配する薪

組合、それからガイドなどをする講師、レ

ンジャーのような者がおります。当ＮＰＯ

の特徴を大雑把に簡潔に表現すると、環境

に配慮し生物多様性を増大していくことを

基本に、静かに地味に日常的に活動してい

ること、と言ってよろしいかと思います。

私どもが活動し享受する、ギブ・アンド・テークのテークの部分は、山菜ということでは

なくて、環境を保全していく自己実現の満足度という点が一番大きいと思っています。 

 苫東環境コモンズのミッションは、勇払原野の風土を共有すること、そして環境コモン

ズを実現することです。事業を支える資源には、マンパワーのほかには寄附と会費ですが、

これからは地域資源も活用したスモールビジネスも展開していこうと考えています。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

 続きまして基調報告の 2、小磯先生から「苫東環境コモンズの意義」というお話を頂き

たいと思います。 

 小磯先生には、主催者側のご挨拶も一緒に頂きます。 
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３．基調報告２ 

 

『苫東環境コモンズの意義』 

 

環境コモンズ研究会座長    

釧路公立大学長 小磯 修二氏 

 

 財団法人北海道開発協会の環境コモンズ研究会の座長をしております、釧路公立大学の

小磯でございます。まず、主催者の一員として、今日はお忙しい中、お越しいただきまし

た皆様に御礼を申し上げたいと思います。 

 環境フォーラムは、今回で 3回目になります。毎年苫小牧で開催され、私も出席させて

いただいて、ＮＰＯの活動に対してエールを送ったり、活動についての紹介をしたり、い

ろいろなお話をさせていただきました。今日は、草苅さんと私はこれまでの活動経過、そ

れから苫東環境コモンズの意義ということで報告をさせていただきます。その後、エコ・

ネットワークの小川さん、それから医療法人こぶし植苗病院の瀧澤先生にご講演いただく

ということで、お二人には改めて御礼を申し上げたいと思います。 

 毎回お話ししていることですが､「苫東環境コモンズの意義」ということで、特に「コモ

ンズ」という名前が耳慣れないかたもおられますし、われわれが持っている考え方や思い

を、研究会の座長という立場、研究者という立場で改めてお話しし、「コモンズ」という

名前のもとに苫東という大規模な工業団地の中の緑地に新しいＮＰＯ活動が展開されてい

る意味を、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 最初に、「苫東環境コモンズの意義」ということです。少し仰々しいメッセージになり

ますが､われわれ研究会のメンバーを含めて、苫東で取り組んでいる環境コモンズ、の活動

というのは、日本という国、地域社会が健全に発展していくための、新しい時代につなが

る仕組みづくりに向けての創造的な挑戦です。このことが、われわれにとって大事なミッ

ションだということです。コモンズの取り組みにはいろいろありますが､一つはＮＰＯ活動

という実践を、現実に 30 名を超える会員によって応援団とともに進めるだけでなく、私が

お手伝いをしている研究会活動の考え方とか取り組みの意義を理論的にもしっかりと理解

を深めながら、日本における新しいコモンズの形成に向けて、実践と研究の両面からアプ

ローチしていこうというのが、苫東環境コモンズの特徴です。もちろんささやかな取り組

みなのですが､このような思いでやってきています。 

 改めて「コモンズの意義」ということですが、今日は 3回目ですので、この機会に節目

としての整理という意味もこめて、これまでお話ししたことを復習しながら進めていきた

いと思います。 

 コモンズの意義の 1点目ですが、われわれ人類の共通の資源である地球は有限なもので

あるという意識で世の中で議論されるようになったのは、ここ 40 年ぐらいのことです。最

初の大きなきっかけは、1970 年代の前半の「オイルショック」でした。それまであふれる

ばかりの石油を使って文明の生活を享受していたのが、石油というのは実は限られた資源

なのだということを強く認識させられました。そして、地球温暖化が 90 年代以降、大きな

環境問題になり、これも地球という限られたものにあり余る経済活動のツケを払うことの
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痛ましさを、次の世代にどう責任を持って取り組んでいけばいいのかということでした。

今年になって、大震災がありました。これは改めて、地球資源の中でわれわれの国の在り

方、地域の在り方を考えていく契機となりました。そういう意味で地球というのは無限に

あるものではなく、このテリトリーは勝手に使っていいのだという、これまではややもす

ると排他的で、独占的な、しかも社会の構造も縦割り的だったものを、より共生の関係で

連携しながら、協働、パートナーシップで、という動きに変化してきていることが、ここ

最近の一つの潮流だと思います。その中で最初に、持続可能性（サステイナブル）という

言葉がここ十数年、よく使われるようになりました。私も、社会のことを考えるときや経

済活動のあり方を考えていく上で、環境ときっちり共生して、限られた地球資源というも

のをいかに次の世代につなげていくかという持続可能性という言葉は、大事なコンセプト

だと思います。 

 持続可能性というのは、ある意味、時間軸で、われわれの次の世代、あるいはその次の

世代という時間の流れの中で、限られた地球というものにわれわれはどのようにかかわっ

ていこうかという、コンセプトだと思うのです。これとともに、私は空間軸の視点で持続

可能性を考えていくことも重要だと思います。今われわれが住んでいる地球上の土地とか

空間、森林や河川なども、どうやってより有効に限られた資源として使っていこうかとい

う中にコモンズ（共有資源）が、共有で、共同でいろんなものを有効に使っていくという、

コモンズの考え方というのが、大事になってきているのではないでしょうか。持続可能性

を空間軸に置き換えたものがコモンズという概念であり、そこに現在コモンズを提起して

いく意義があると思います。 

さらに、時間軸、空間軸に加えて、関係軸では、人と人の関係という中では今、ソーシ

ャル・キャピタルともいわれています。そ

れから、絆。特に大震災以降、絆の大切さ、

そこにＮＰＯ活動というようなものがあり

ます。こ部分は今日は触れませんが、いず

れにしてもコモンズの意義というのは、わ

れわれが生きている時代で次世代を見据え

た大切な概念であり、空間軸としてコモン

ズという考え方で取り組んでいくことが大

事なのではないかということです。これは、

1回目でも2回目でもお話をした部分です。 

 次に、コモンズの意義の 2点目は、コモンズという視点での土地の所有と利用の機動的

なシステム構築の可能性です。現在、苫東環境コモンズが取り組んで活動しているフィー

ルドは、苫東の工業団地の緑地です。それは一つの土地ですが、土地というのは地球の一

部で、限られた人類共通の資源である地球の一部の土地という空間です。これは日本の場

合、土地の私的所有権が強く守られており、いったんある人や、ある企業など、ある主体

のものになると非常に排他的に使われています。私も、地域の活性化とか地域の開発とい

うことに取り組んできた経験からも、土地利用制度の硬直性というのは大きな課題でした。

前回も紹介しましたが、司馬遼太郎という歴史小説家は、時代的考察の中で日本のよさ、

問題点というものをいろんな形で深く掘り下げている方です。彼が晩年に、強く主張して
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いたのは、日本の国の形を一番ゆがめてい

るのは土地の所有制度だということでし

た。所有者がいたからといって、その人の

ものだけなのか。その土地が持っている地

球の一部としての空間の有効利用というも

の、所有と利用の機動的な調整というもの

を、公と私、あるいは新しい公共というよ

うな、そういう視点で考えていこうという

彼のメッセージは、象徴的だと思います。

それを整理すると、排他性を和らげながら、土地、空間の持っている価値を高めていく仕

組み、システムを、地域内の機動的な連携によって構築していくということが非常に大事

であり、また可能ではないでしょうか。苫東環境コモンズの活動の意義をこのように見て

いくと、コモンズの意義として、特に土地問題、土地という空間の利用に向けての新しい

意義というものにつながっていくのではないかと思います。 

 コモンズの意義の 3点目は、「共用」ということで、一緒にいろいろ使っていく仕組み

作りということです。前回、札幌の大通公園、旭川の買い物公園の話、それから公共交通

の話などを重点的にお話しました。今回そこは省略させていただきます。 

 皆さんは、ハーディンの「コモンズの悲劇」という言葉を聞いたことあるでしょうか。

経済学でよく使われる言葉です。ハーディンは経済学者ではなくて生物学者ですが、「コ

モンズの悲劇」を 1968 年に、「サイエンス」という雑誌に発表したのです。この論文はそ

の後、世界じゅうで一番引用される論文になりました。これは、苫東環境コモンズがやっ

ているコモンズの意義とは逆の趣旨のメッセージです。 

 「コモンズの悲劇」というのは、イギリスの放牧地を例に取ったものです。すなわち、

共用の放牧地があって、だれでもそこに牛を放牧することができる。そうすると、ただで

えさを食べさせられるわけですから、みんな 1頭でも多くそこに放牧しようとする。その

結果、たくさんの人が多くの牛をそこに放牧してしまったがゆえに、草がなくなって、放

牧された牛は死んでいく―という悲劇を紹介したものです。これは、人間というのは、

みんながその地域の将来のことを考えて行動するのではなく、自分のエゴ、自分に都合の

いいように行動していくものだということです。だから、市場原理に任せておくと、そう

いう共有地というのはこういう悲劇をもたらす、というのがハーディンの考え方だったわ

けです。 

 1968 年は公害問題が巻き起こったときでしたので、環境問題とか公害問題というのは、

こういうコモンズの悲劇的な論理で全部説明がつくということで、非常に膾炙（かいしゃ）

したわけです。ところが、それに異議を唱えた、ある意味では対立する考え方で提起した

のが、2009 年に女性で初めてノーベル経済学賞を取った、エリノア・オストロムというア

メリカの学者です。彼女は、共有資源としてのコモンズという仕組みを社会の中に広めて

いくことが社会の発展にとって非常に重要なテーマであるという考え方でした。ただ、現

実には、コモンズの利用を市場原理に任せるか、あるいは国家が管理するかのどちらかと

いう図式で、ずっと不毛な議論が続いていました。彼女が言うには―コモンズ、共有の

資源をきっちり管理していくためには、第三者的な、第三の道があるのではないか。それ
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はセルフガバナンス、つまりコミュニティーであり、ＮＰＯであり、場合によっては地方

自治体であって、国でもない、市場原理でもないものによって共有資源を有効に活用して

いくことが、これからの国の発展、社会の発展にとって有用である―ということです。

そういう学者が、2009 年のノーベル経済学賞を取ったわけです。 

 彼女がこの考え方を発表したのは、1990 年ぐらいです。彼女の考え方がノーベル経済学

賞の評価に値する最大の要因になった背景は、インターネットの普及だといわれています。

インターネットは、みんなが共通に利用できるシステムです。それを、社会の有用な、よ

り価値のあるものにつなげていく。カーシェアリングなんかもそうで、車というのは自分

で所有し、まさにご自分の誇りとして車を所有するという時代でした。ところが、今や特

に欧米の都市部では、持つことに一切こだわらない。いかに利用するかということで、み

んなでシェアする。時代がいつの間にか、いろんな資源をオープンに共用していく、シェ

アしていく仕組みというのが実は、地域の持続的な発展に向けての新しいクリエーティブ

な、創造的な仕組みになってきているという、この象徴的な動き。それを少し難しく学者

の論理ということで代弁すると、ハーディンの「コモンズの悲劇」からエリノア・オスト

ロムの｢コモンズ管理の第三の道｣につながるということをお話ししました。 

 考えてみると、排他的な土地所有（伝統的な日本の土地所有）の単一的目的に利用する

ものから、苫東環境コモンズという大規模工業団地の緑地でありながらもそこにハスカッ

プの実がなれば、それを採りに行く。そこをフットパスとして利用する。多目的、重層的

な利用につなげていくという動きは、一つの経済的価値から、コミュニティー、地域全体

の経済的価値というものを重視する考え方への流れだと思います。 

 これからは人口減少、政府の財政環境も大変厳しい。そういうもとでの地域社会システ

ムという中では、空間の共用化による価値固有の再分配という動きは、私がかかわってい

る経済学の中でも非常に大事な動きになっ

てくるのではないかと思います。コモンズ

の意義の 3点目ではちょっと難しいお話を

しましたけれども、これからの経済社会を

考えていくうえでも、コモンズというコン

セプトに着目した取り組みというのが大き

な意義のあるもので、われわれを取り巻く

いろんな社会がそういう形に変化してきて

いるということです。 

 コモンズの意義の 4点目。3 月 11 日に起きた大震災の教訓を、われわれはどう受け止め

ていくのか。この部分は、コモンズという概念、コンセプト、これに基づく実践活動とい

うのが、大きなかかわりと意味があるのではないかと思っております。私も被災後に陸前

高田に出向く機会がありましたが、言葉がありませんでした。この悲劇に自分自身として

どう立ち向かっていけばいいのかと思い悩む日々が続きましたが、これからは、今後の活

力ある日本の再構築に向けて、それぞれの立場で、変えていく大切な契機としてそれぞれ

が受け止めていくということが大事なのではないかという思いでいます。今回の大震災の

教訓という中で、平時の論理と非常時の論理という言葉で使い分けていますが､これまでの

日本においては、特に戦後 60 年以上、平時の論理という考え方があまりにも支配的になっ
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ていたのではないかという思いがあります。平時の論理というのは、いわば効率性を重視

する、むだを省くということです。例えば、企業の経営活動においても、あまり在庫を持

たず、足りない時にすぐ送ってもらうような形での生産体制を敷くことが効率的だという

ことです。ただ、これはいざという非常時を想定しない、常に平和で安定的な社会という

ものを前提にした仕組みです。そこにより強い合理性とか、機能重視となってくるとより、

経済効率重視になってくる。人、モノが集中する大都市の論理がだんだん重視されていく

という流れの中で、社会とか国は、平時と非常時それぞれの考え方をバランスよく考えて

造っていかないとダメなのではないでしょうか。 

 では、非常時の論理とは何かというと、ある意味で強靱な社会づくりで、ある意味では

長期的、マクロ的な視野に立つものですから、場合によっては、リダンダンシー（多重化

による代替性）とありますが、一見そのときはムダであったとしても、いざというときに

強いというもので、社会の仕組みも柔軟性、絆というものが非常に大切になってくる。そ

ういう中では、一つの資源、一つの空間で

もそうですが､一つの目的のためだけにそ

こを利用していくという状況は、極めて柔

軟性に欠けて、強靱性がない。そういう中

では共有資源、コモンズとしての地域づく

りというのは、強靱な、しなやかな社会づ

くりにつながっていくのではないでしょう

か。経済合理性だけだと大都市中心の発想

でいいわけですが、食料であったり、エネ

ルギーであったり、非常時の役割が地方の

役割で、北海道の伝統はまさにそうなのではないでしょうか。明治の時代になったときに、

日本が植民地にならないようにしっかりと北辺の防備を固めるということで、重点的に北

海道開拓が進められ、戦後は多くの植民地を失って、多くの人が引き揚げてくる。そこで

食料を提供する北海道の役割ということで、北海道開発の重要性が見直された。そういう

意味で、非常時の論理という中には、実は北海道という地域の役割もあるということです。

その中で一つ紹介しておきたいのは、今回の大震災の後、いろいろなところからいろんな

形の提言が出てきています。政府の復興会議をはじめ、われわれ研究者が集まる日本学術

会議でもいろいろな提言がありました。その中で、私の専門分野である国土計画とか地域

計画、都市計画という分野の研究者が集まった日本学術会議の分科会がありますが、そこ

から 9月 1 日に、「新しい持続可能社会における国土地域の再生戦略」というものが出さ

れました。それは「持続可能なコモンズとしての国土地域の再生」という提言です。これ

だけの非常時を経験したこれからのわが国の国土づくり、地域づくりにおいては、国土、

地域の空間をコモンズ、共有資源として、幅広い空間の持っている利用価値というものを

きっちりと利用できる仕組みにしていくということです。有限な国土、国民の共有財産、

コモンズという認識は、自然、生態系に配慮した計画とか管理の仕組みというものに転換

していく必要があるのではないかというメッセージを出しています。 

 今日はコモンズの意義ということでお話をしていますが、コモンズの考え方、思想が、

これからの柔軟で強靱な国土、地域社会の形成につながる考え方ではないかということで
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す。コモンズの意義の 4点は初めてお話をしましたが、こういう考え方が、これから皆さ

んがたがＮＰＯ活動を含めて進めていく中でも、背景として理解しておかれることが重要

ではないかということでお話をさせていただきました。 

 最後に、9 月の初旬に、スウェーデンを訪れる機会がありました。北欧諸国の経験はコ

モンズを考えていく上で大変興味深いものがあります。北欧には、日本の入会権よりもも

っと広い「万人権」という権利が定着しています。万人権とは、すべての人々にとって、

自然を利用する、自然とかかわる権利があるということです。ただ、これはそれぞれの国

の特性に応じて多様な形で権利展開され、社会に定着しており、その中でスウェーデンで

は、「自然享受権」という権利として定着しています。これは、土地の所有者に損害を与

えない限りにおいて、すべての人に他人の土地への立ち入りや自然環境の享受を認める権

利ということで、スウェーデンでは憲法上の権利となっています。ある事例をお話ししま

すと、私の知り合いが夏休みの週末、たまたまスウェーデン人の別荘に滞在していたそう

です。大変広い家なのですけれども､時々、キャンパーがその庭に来てテントを張って、勝

手に寝泊まりしているというのです。でもそれは、スウェーデン人にとっては当たり前の

ことなのだそうですが、私の知り合いの日本人は驚いていました。ただ、そこにはマナー

があって、そこで定住されると困るわけですが、ごく短期間の滞在であればお互いに認め

るという権利関係がスウェーデンにはあるということです。 

 これはノルウェーでもフィンランドでも

いろいろな形でありますが、その話を聞い

て、北欧には人と自然、都市との共存の思

想があるのではないかと思いました。です

から、ここで議論しているコモンズという

ことをあえて説明しなくても、いろいろな

形で定着してきているということです。た

だ、デンマークでは平地が多く、そんなに

森林がないので、スウェーデンのようなゆ

とりのある自然享受権ではないですが、別

の形の権利形態として展開されているようです。 

最後にご紹介するのは、ストックホルムにある世界遺産の「森林の墓地」のお話です。

苫東環境コモンズの目指す方向と共通の理念が感じられる興味深い事例だと思っていま

す。 

 苫東環境コモンズは森林と人との関係、人々にとっての共有資源としての森と人間がど

のように共存していくのかが大きなテーマですが、森と人間との究極の共存というのは、

人が自然な形で森に永遠に眠ることではないだろうか。そんな思いがする事例です。森林

の墓地の名前は「スクーグスチルコゴーデン」と言います。写真を用意しましたので、そ

れを見ながら説明したいと思います。 

 これが、スクーグスチルコゴーデンという森林墓地の全景の写真です。ストックホルム

の中心部から地下鉄に乗って 15 分ぐらいのところです。ですから、札幌だと、都心部から

真駒内あたりでしょうか。そういうところに、全体の敷地で 96 ヘクタールの森林地帯があ

ります。芝生も整っており、大変きれいに、森林との緑のバランスのよく取れたところで
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す。ここができたのが 1914 年ですから、も

う 100 年ぐらいの歴史があります。 

 ここはどのように計画されたかという

と、北欧だけではなく、特にヨーロッパの

自治体にとって、墓地の管理というのは重

要な仕事なのですが、人々の生活とどこで

どういう形で自分が永遠に眠るかというの

は、自治体にとって大変大事な行政サービ

スであるということで、ストックホルム市

役所が、ストックホルム市民にとっての将来の永住の墓地ということで、新しい墓地の計

画を 100 年ぐらい前に立てたということです。計画については、オープンな国際コンペで

やったそうです。応募した中で選ばれたのは、スウェーデン人の若手の建築家のグンナル･

アヌプルンドとシーグルド･レーヴェレンツでした。 

 墓地に入っていきますと、最初に十字架

があります。これはアヌプルンドが設計し

たもので、これは宗教上の十字架ではなく

て、生と死の循環という意味合いを示して

いるそうです。 

 スクーグスチルコゴーデンのほとんどは

森林ですが､100 ヘクタール近い敷地の中

に幾つかの礼拝堂と火葬場があり、あとは

自然な墓地になっていて、約 10 万の墓地が

あるそうです。 

 これが墓地です。見て分かるように、あ

くまで森林が主体です。スウェーデンはも

ともと土葬の国でしたが､今は火葬も普及

してきているそうです。土葬というのは、

土地空間をある程度独占的に所有してしま

いますが、火葬というのは燃やしてしまう

ことで、負荷なく森に帰ることができると

いう意義があるように感じました。まさに

この墓地というのはコモンズです。みんなが一緒に眠っている。中心は墓石ではなくて、

あくまで自然で、墓石も非常に簡素です。 

 広大なスクーグスチルコゴーデン全体の中では、お墓があるのはあくまで一部です。ス

ウェーデンで有名なグレタ・ガルボ、彼女のお墓もこの中にありますが、さりげなく眠っ

ている姿に魅力とさわやかさを感じました。日本では有名人だと「ここが私のお墓」とい

わんばかりの立派な墓石を目にしますが、どうも私は馴染めません。スウェーデンではど

うもそんなことはないようですが、その背景には。北欧の万人権という自然に対して万人

がかかわる、そういう思想の象徴的な空間としての墓地というものがあるようです。この

ように、森林の中にストックホルムの市民が眠っているという空間ですが、本当にたたず
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むように簡素な墓石ですが､全体の中には

非常に洗練された設計コンセプトがありま

す。これはメーンの施設の火葬場ですが、

非常に機能的にできています。当初は、火

葬をするということに対して、スウェーデ

ン人の抵抗もあったようですが、今は、森

に帰るという営みの中で、すっかり定着し

てきているということです。 

 これはスクーグスチルコゴーデン、森林

墓地の中にある礼拝堂です。中に入りまし

たけれども、本当にシンプルで、機能的な

礼拝堂です。見ていただきたいのは、礼拝

堂からずっと中に、こういう森の小道があ

るのです。これは「七井戸の小道」と呼ば

れています。これは、非常に精巧に設計さ

れた小道で、ちょうど礼拝堂から並木が終

わるまで 888 メートルの距離があります。

この設計のコンセプトは、この礼拝堂に向

かうとき、ものすごく悲しみにあふれた、その悲しみをいかに和らげるか。礼拝を終わっ

て戻ってきたとき、その悲しみを乗り越えて、次につながる人の心の動きと自然、これと

の関係性を非常に緻密に考えた設計コンセプトがあります。このスクーグスチルコゴーデ

ンにはこういう心の動きに配慮した設計コンセプトが随所に見られます。私はもともとプ

ランニングが専門なものですから、人と自

然との関係性というものをこういう形で表

しているというところに、大変感激し、衝

撃を覚えました。 

 これはスクーグスチルコゴーデンの一角

にある「追悼の丘」というところです。す

べての死者に対する慈しみを終えて戻って

きて、少しほっとした心持で追悼する丘。

これはニレの木の丘です。ニレの木の追悼

の丘に上がっていく階段は勾配や高さが、

最初はけっこうきついですが､次第に緩や

かになって、ゆったりと人の心の動きに合

わせて疲れないようにという設計コンセプ

トで計画されているということです。 

 コモンズの意義というのは人と自然、そ

れから空間、それとのかかわり方という、

これが地域の立場から地域の活性化、地域

の持続的な発展というものに向けての創造
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的な挑戦の中でそのかかわり方を考えてい

くという営みなのではないかと思います。

苫東環境コモンズの今の活動は、まさにそ

ういうことだと思います。その中で、私自

身がたまたま訪れたスウェーデンの地で感

じたのは、人の心と自然との質の高い関係

性、それをどうやって作り出していくのか

ということです。これは、プランニングと

書きましたけれども、さまざまなアイデア、

知恵、工夫、そこにはグランドデザイン力、あるいは修景建築の技法、これはやっぱり技

術であり、われわれが学びながら高めていくこと。それから、参加システムという制度、

やはりこそには政策も必要なのかも分かりません。たまたまですが､本当に都市の郊外にあ

る墓地で、こういう経験をしました。 

 これは 1996 年、世界遺産としてユネスコから認定されています。森林と人のかかわり、

その中での取り組みというものが、世界遺産として評価される取り組みになってきていま

す。苫東環境コモンズが世界遺産にということはすぐには難しいでしょうが、これからの

時代というのは人と自然と空間とのスマートな関係づくりというのが、大きな価値を持つ

時代になってきているのではないか、それに向かって創造的な挑戦を続けていってほしい

という思いで、ご紹介させていただきました。 

 さて、頂いた時間が参りました。環境コモンズの意義を基調報告ということでお話をさ

せていただきましたが、これからの基調講演につなげていただければと思います。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

 

（司 会） 

 ありがとうございました。ＮＰＯのフィールド活動に対して、非常にアカデミックな面

から座標を与えていただいたような感じでございました。 

 2 部はコモンズの具体的利活用といったところに入らせていただきます。その前に 5 分

間だけ休憩を取らせていただきます。 

 

（休  憩） 

 

 後半の部に入りたいと思います。 

 いよいよコモンズの具体的なお話に参りますけれども、コモンズといえば、フットパス

というように連想されるかたもいらっしゃると思います。 

 最初に、本場英国のフットパスにほぼ毎年足を運び、国内外のフットパスに非常に精通

されていて、北海道内で地域おこしのネタとしてもフットパスを展開している、「フット

パス伝道師」の小川さんにお話しいただきます。 
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４．講演１ 

『今、注目されるフットパスの取り組み』 

～地域ビジネスと地域連携～ 

 

エコ・ネットワーク 代表 小川 巖氏 

 

 

 ただいまご紹介いただきました小川です。「フットパス伝道師」とか、「ミスター・フ

ットパス」と言われたりしています。（笑） 

 自分では全然気にしないで、ヘルメットをかぶった写真をパンフレットに出しましたら、

10 数名のかたから「何でわざわざ、ヘルメットをかぶっている写真を出すんだ」と言われ

ました。実は自分の写真というのはほとんど撮っていないのです。学生実習で山の仕事を

やっているときに、たまたま学生が撮ってくれたものしかなかったのです。ヘルメットを

取ったらこの程度、ということでごらんいただきたいと思います。（笑） 

 ただいま小磯先生から突っ込んだお話がありました。私の場合は、ちょっと話が逆戻り

してしまう感じがいたしますが、そもそもフットパスとはどういうものかという話をして

いきたいと思います。 

 ご出席の皆さんは、フットパスという言葉を知っているのではない、と思いますが、他

の集まりでは、「フットサルは知っているけれど、フットパスは知らない」といった具合

で、知っているという人は 2割ぐらいですが、それでも最近は少しずつ増えてきている感

じがいたします。 

 この間、面白いというのか、びっくりしたことがありました、私がフットパスのことを

いろいろやっているというのを知っている方が「健康にいいんですよね」と言うから、「あ

あ、いいですよ」という話をしていたら、どうも話がかみ合わない。で、よくよく聞いて

みたら、私がフットパスと言っているのに、そのかたは「パス」を逆に「スパ」と言って

いる。それで、フットスパって何のことかと思ったら、足湯のことだったのです。スパと

いうのは温泉ですよね。そういう具合に、まだまだフットパスという言葉自体が浸透して

いるとは言えませんけれども、10 月 1、2 日、山形県長井市で日本フットパス協会の総会

とシンポジウムがありました。そこで全国の事例を聞いた限りでは、北海道は間違いなく、

フットパスに関しては日本の先頭を突っ走っているということを実感しました。それで北

海道では今、ここまで盛り上がっているという話をかなり吹聴してきました。参加された

かたがたも、これから北海道にフットパス歩きに行ってみよう、とお世辞半分でも言って

くださいました。これから、北海道のフットパスを歩くという人たちがじゃんじゃん来る

ような時代になってくれるよう、私も伝道師を努めていきたいと思っております。 

 これは、現在、北海道内にどのぐらいのフットパスがどこにあるか示した図です。苫東

のは入っていませんね。すみません。早急に訂正いたします。（笑） 

 多分、ここから一番近いのは、白老のウヨロ川フットパス。これはフットパスとしても

非常にユニークで、今の時期だとサケが遡上していて、至近距離で観察できます。サケは

道東に行かないと見られないというのが一般的な認識だと思いますが、札幌近郊、苫小牧

の辺でもそういうところがかなりあります。 
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現在、道内の 40 の市町村で 100 を超える

フットパスがあります。どこまでをフット

パスと言っていいのか判然としないものも

含めて、多く見れば 200 ぐらいとかなりの

数になっています。偏りも若干あって、例

えば渡島半島になるとちょっと影が薄いと

か。小磯先生の釧路管内には（笑）フット

パスと言っているところが、まだないので

す。後で出てきますが、ロングトレイルを

志向している人たちが地方にはおられます。 

 福島町には殿様街道というのがあります。あれはなかなか優れものですね。距離そのも

のは短いのですが、熊野古道に匹敵するぐらいの雰囲気を持っています。それから、江差

でもつい最近、「いにしえの道」という名前のフットパスを始めました。 

 奥尻島でも、3～4 年前から一生懸命やっていますし、意外にも、札幌市内でもフットパ

スを作ろう、歩こうという形で広まり、みなさんのお手元の「第 14 回全道フットパスの集

い」というチラシにあるように、たくさんのコースがあります。ただし、フットパスとい

う名前をつけているところはまだ少数で、私の目から見て、フットパスとして十分通用す

る、まさに「アーバンフットパス（都市の中のフットパス）」として、これからも話題に

なっていくのではないかと思っております。 

 そもそも、道内ではいつごろからこんなことが始まったのかと、よく聞かれます。多分、

散発的には 1990 年代の終わりごろから使われていたと思います。 

道内での動きでは、北海道新聞に野生生物

基金というのがあって、どういうテーマで

フォーラムをやったらいいかという相談を

受けた際、当時ぼちぼち話題になり始めて

いたフットパスをテーマにしたフォーラム

を 2002 年 9 月に行いました。われわれの予

想では 100 人来ればいいかというところ

に、何と 350 人もの人が会場に詰めかけま

した。定員が 200 人ぐらいのところで 350

人ですから消防法の違反ということで、後

でビル管理会社からこっぴどく怒られましたが、そこである意味、自信を持ったわけです。

潜在的に、歩くことに関しての関心が高いということです。であれば、そういった人たち、

あるいは団体・グループを集めた活動をやっていこうではないかということで、翌 2003

年 4 月に札幌市内で「全道フットパスの集い」を行いました。実際にフットパス活動をや

っておられる方、あるいは歩くことに興味を持っている方々が集まって、1回目は 50 人ぐ

らいでした。この集いを全道各地、持ち回りでやっていこうということで、2回目は 11 月

に白老町で開かれたわけです。あとは年に 1回ないし 2回のペースで、フットパスそのも

のについて知ってもらう機会にしていこうと各地で行なっています。 

 それとは別に、フットパス国際フォーラムを 2008 年に黒松内町で開きましたし、南幌町



- 18 -

でフットパスと農のつながりを持ったフォーラムなどもやっております。また、日本フッ

トパス協会の総会（第 3回）を、これも黒松内町で開催しました。 

 日本フットパス協会は 2008 年に設立され、東京都町田市の市長が会長をやっておりま

す。「町田市がなぜ、フットパスか」と、よく聞かれます。町田市というのは平地にびっ

しりと住宅が建っており、何でこんなところにフットパスが？と思うのですが、多摩丘陵

の流れがあの辺まで来ていて、鯨の背中のような形で住宅街の中に取り残された丘陵があ

るわけです。そこには林が残っていて、何としても死守したいということなのです。そこ

をいろいろな手段で買い取ったり、借りたりということをやりながら、林を利用してもら

う方法として、林の中に昔からある道をフットパスとして位置づけて、それを憩いの場と

して市民に利用してもらうという発想なのです。ですから、町田市はフットパスの取り組

みに熱心です。僕も 5,6 回行っていますが、これが本当に東京なのかという農村風景が残

っています。ですが、後継者がいないということで、「私の代で終わり」という農家も何

軒かあります。でも、フットパスを歩く途中に立ち寄るとお昼を出していただいたり、と

いうつながりができる中で、田んぼの管理をフットパスを歩くグループの人たちでやろう

と、フットパスが一つのきっかけになった、新しい取り組みが、東京でまさにコモンズの

ような発想でやっていることも一言、付け加えておきたいと思います。 

 フットパスと言っても、いろんなタイプ

があると思います。私が勝手に類型化した

ところ、北海道で一番多いのは、農村エリ

アを通るフットパスです。上富良野から始

まって、滝川なども入って、割と都市部の

郊外にそういう場所があります。 

 山道・街道もフットパスの一種に位置付

けます、北海道には街道と呼ばれるところ

が非常に少なく、先ほどの殿様街道ぐらい

のものです。ただし、殿様街道も、よく聞

くと、後になってつけただけの話で、本当に昔からそう言われていたか分からないところ

があります。 

 えりも町、様似町は、険しい山が海岸まで迫っているものですから、昔は、船で往来し

ていた。ところが、海が荒れると船便が使えないので山越えの道を造ろうと、今から 200

年ぐらい前、1800 年前後の寛政年間に江戸幕府が北海道を直轄地にした時期に山越えの山

道を造ったということです。ここには書いてありませんが、石狩市の増毛山道とか濃昼山

道というのもそれに該当します。 

 都市近郊でも、今、フットパスに取り組んでいるところがありますし、ユニークなとこ

ろでは、はけもの道です。日高管内はエゾシカが大変多いところで、踏み固められたけも

の道があります。そこの木を枝打ちして、歩きやすくしてフットパスにしています。けも

の道にはシカぐらいかと思ったら、クマが実際に歩いていたということもあり、これは本

物のけもの道だということで、平取町の自慢になっています。 

 国鉄がＪＲに変わる時点で、随分鉄道が廃線になりました。そういうところが現在、ま

だ残っていて、そこを利用してフットパスにしていこうという動きがあります。 
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 複合というのは、ここに挙げたようないろんなものが混じったもので、観光地が、観光

の一環としてフットパスに取り組むということもあります。 

 乗馬併用は、乗馬クラブが乗馬用の道を作るのはごく普通にあるわけですが、乗馬用の

道を逆に、人間も歩いてもいいではないかという発想で、旭山動物園の裏の方のクラーク

ホースガーデンでやっています。 

 このように、さまざまなタイプのフットパスがすでにあります。これまで一つの自治体、

市町村の中に 1 本なり数本のフットパスがあるというタイプのフットパスをあげました

が、最近ではロングトレイルも志向されています。 

先ほど、釧路管内にフットパスの印がありませんでしたが、ＡＫウェイがまさにその一つ

です。ＡＫウェイというのは、網走のＡ、釧路のＫなのだそうです。この直線距離で 120

キロをつなごうということですが、歩く道はくねくねしていて、実際は 200 キロ以上にな

るようです。 

 中標津から、北根室ランチウェイというのがあり、十勝でもこういう動きが幾つかある

ようで、東とかちロングトレイルは、そのうちの一つです。 

 それから今、面白いのが富良野です。旭川市を起点に美瑛町、上富良野町、中富良野町、

富良野市、南富良野町、それから占冠村まで一遍に全部通してしまうおうと、地元でそう

いう活動が活発になされています。ひょっとすると、2,3 年でそういったコースができて

しまうのではないかということです。ニセコの周辺でも同様なことがあり、倶知安町、ニ

セコ町、蘭越町、黒松内町、それから最近は真狩村も入りました。ですから、これも案外

早く、そういったルートができるかも知れません。 

 こういったロングトレイルを進めていって、遠からず函館から稚内までフットパスがで

きたらいいなと思います。僕らは毎年、熊野古道に行っていますが、一度に全部は歩けま

せん。1回で 50 キロ、60 キロがせいぜいでしょう。ですから、熊野古道だと 10 回位行く

と大体歩けるかと思っています。それと同じように、北海道を 10 日、あるいは 1カ月かけ

て歩くことができるのではないかという期待を持っております。本当に、そういうことを

われわれも究極の目的としているわけです。 

 いろいろな目的がありますが、それとフ

ットパスとの対応を見たものです。要する

に、一つの目的でやっているわけではなく、

いろいろなものが組み合わされていて、フ

ットパスを楽しもうではないかということ

です。 

 次に、目的別といいますか、どこでどん

な活動が行われているか見ていただきま

す。「農」と「食」というのは、北海道で

一番多く、北海道らしい活動になっていくのではないかと思います。例えば、黒松内のフ

ットパスでは、町の施設である「トワ・ヴェール」という農産物手づくり加工センターで、

実際にチーズやハムなどを作っていて、レストランが併設されており、そこでのお昼を目

的に、みんなそこを目がけて歩いて行くわけです。 

 それから、上富良野町などでは十勝岳連峰が目の前に展開していますから、景観的には
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申し分ありません。一昨年、第 11 回全道フットパスの集いで、400 人ぐらい集まったので

すが、そのときに、何と自衛隊がカレーライスを作ってくれました。自衛隊がそういった

活動に協力してくれる時代になった、ということで、ちょっと話題になりました。 

 えりも町は、漁業のまちでもありますし、

酪農も大変盛んで、半酪半漁とも言うべき

まちです。写真には海産物しか出ていませ

んが、短角牛と海の物が出てきます。フッ

トパスを歩きに来た人たちに、地元の特産

品をアピールする機会にもなっています。 

 南幌町は目立たない町ですが、札幌と岩

見沢の中間ぐらいにあって、真っ平らなと

ころです。ここには、畑や水田が広がって

おります。ここのグループは、フットパス

のコースの中に有機農業をやっている農家

を取り込み、そこでお昼になるように組ん

でおくと、農家のかたも「よく来た」とい

うことで、有機栽培のトウキビやカボチャ、

トマトを振る舞って下さいます。大変おい

しいものですから、お土産にカボチャを買

っていくことになります。安心安全で、か

つ、おいしい。だから、フットパスと組み

合わせることで、地元の農産物をアピール

できるのです。 

 僕は、この農家のお宅から有機栽培のお米を買っています。大変おいしいので、東京辺

りにいる友達たちに送ると、「おいしいから、もっと送れ」となるものですから、最近は、

あまりおいしいものを送るのも考えものだと思っています。（笑） 

南幌では、今年は試行的にやったようですが、フットパスを歩いていく途中の花壇の草む

しりや農作業を 1、2 時間取り込んでいこうという取り組みを、本格的にやっていくようで

す。 

 滝川の例では、丸加高原も菜の花が大変きれいなところで、そこを歩くだけで魅力を感

じる訳です。ここは、道内だけでなく、道外に向けてもアピールしているようです。廃校

になった小学校を利用したレストランに寄

るようにして、手作りの料理を出してもら

う。地元の食材を使ったものを出してもら

うわけですが、これがまたとても人気とな

っています。新得町の共働学舎では、オー

ナーの宮崎さんが、自慢のチーズを出して

くれます。チーズが出れば当然、ビールも

なくてはというので、臨時パブになります。

冷えたビールを車に積んできて販売しま
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す。汗をかいた後ですから飛ぶように売れます。そういうビジネスもこれから展開できる

のではないかという話を、みんなでしました。 

 できるだけ農家、あるいは地元の商店などとタイアップして、お昼ごろ、あるいは途中

で立ち寄らせてもらうのでということで、採れたものを用意していただく。すると、おば

あちゃんのちょっとしたお小遣いができる。そんなたいそうなビジネスではありませんが、

そういう形でフットパスに対する理解を深めてもらう取り組みが随分と行われるようにな

っています。 

 それから、南幌町はキャベツの生産がとても盛んなところです。キャベツを使ったキム

チをフットパスを歩いた後作ろうではないかと地元の人たちの指導でやっています。汗を

流して温泉に入って終わりというのではなくて、さらなるプラスアルファが組み込めるの

ではないかということです。 

 根室市に「AB-MOBIT（エービーモビット）」

という酪農家のグループがあります。5 人

の酪農家が、酪農に対する理解を深めても

らうにはどうしたらいいかという中で、歩

いてもらって、直に触れてもらうのが一番

だろうということで、自分の放牧地の中を

歩かせるというところから始まっていま

す。太平洋岸はイギリスの海岸線に本当に

よく似ており、ここに行けば、イギリスに

行く必要がありません。（笑）タダとは言いませんが、「安い値段でイギリス体験ができ

る」というキャッチフレーズにしようかと言っております。 

 新得町には昔の根室本線の廃線跡が残っ

ています。石勝線ができる前まで使ってい

たトンネルも残っています。要するに、廃

線を使ったフットパスがあるわけです。こ

こが、北海道で組織的にフットパスをやっ

た最初だと思います。「旧狩勝線を楽しむ

会」は、ペンションオーナー兼羊飼いの竹

田さんが始めました。このトンネルを越え

た向こうは上川管内の南富良野町に通じて

います。今年、もう通じたから、ぜひ歩き

に来てよ、という誘いがありました。つまり、十勝管内から上川管内の方まで抜けられる

ようになったわけです。先ほどのロングトレイルの話にあったように、旭川からずっと上

富良野町まで来て、さらにここを越えると十勝に入る。十勝にも幾つかロングトレイルの

動きが実際にありますので、さらに道東の方に繋がる。ですから、「函館から稚内、根室

へ」という話は、大ぶろしきでもなんでもない。本当に、5 年以内にそうなるのではない

かと思っております。 
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 観光的な要素を持ったフットパスを紹介

します。右の写真は先ほど申し上げた白老

町のウヨロ川フットパスで、川のへりを歩

けるようになっています。時期にもよりま

すが、今ごろでしたら、まだまだ川にサケ

がたくさん遡上しています。ここは、地元

のかたがたと一緒に 10 年ぐらい前から、試

行錯誤していたところ、去年、一昨年あた

りから大型バスで観光客が来るようになっ

て、これはちょっとまずいと思っています。観光は観光でも、大型バスでドヤドヤッと来

て、ドヤドヤッと帰るようなものではないのですが、皆さんに白老を知ってもらう一つの

きっかけということで、仕方がないという気持ちもあります。 

 こちらの写真は、宗谷丘陵です。宗谷岬

のすぐ裏手といいますか、南側です。これ

は単なる農道で、これ自体は面白くありま

せんが、なだらかな周氷河地形といって、

氷河期の影響を受けた地形となっており、

この高いところまで行くとサハリンが望め

るということで、大変魅力的です。稚内に

はフットパスのことで何回か行っていま

す。稚内市の皆さんは、初めはそれほど本

気ではなさそうでしたが、最近になって、

だんだん本気度が高まってきて、面白くなってきました。コースを幾つも作って、その延

長として、サハリンにフットパスを作ってはどうかというアイデアが生まれています。地

元と手を結んで、フェリーを使ってインターナショナルなフットパスウオークができるの

ではないかと本気で考えています。これはまだ、ほら話の段階です。 

 それから、洞爺湖には噴火関連のスポットがいくつもありますので、そこを見せるのに

遊歩道として整備したものをつなぐとフットパスになります。 

 次の写真に写っているのは、根室のフ

ットパスで、日本野鳥の会が買い取った

エリアです。ここではタンチョウが繁殖

しています。そういうところでは、歩く

側も少し気配りしなければいけないとい

うことがあります。野鳥の会としては一

切、入ってもらいたくないということで

したが、時期を限定して歩くマナーをき

ちっと周知するという条件で、オーケー

になったという経緯があります。 

 逆に、熊が出てきたらどうする？ということはどこでもいわれています。今、札幌市で

大騒ぎになっていますが、もともと北海道にはどこに行っても熊がいるというのは当たり



- 23 -

前だと思って、音を出す、しゃべる、それからラジオを鳴らすなど、歩く側がきちんと実

践するということを条件するということです。言ってみれば、そういうことが一種の環境

教育と考えて進めたらいいと思っています。 

 小樽市にも、いい歩道が幾つもありますが、まだまだそちらの方に人が行くようにはな

っておりません。これから、小樽の新しい魅力として皆さんに利用されることではないか

と思っています。 

 次に、歴史に関連したところを活用した

フットパスです。先ほどのえりもの猿留山

道ですが、山道というのは昔、貧乏人は徒

歩で歩いたのでしょう。けれども、お侍と

か、僧侶は、馬あるいはかごで移動してい

ましたから、そんな急な坂道ではありませ

ん。登山道と違って、今、歩いてみても非

常にゆったり歩ける道です。いにしえのフ

ットパスとして、山道というのはなかなか

捨てがたいものです。 

 南幌町に、昔、泊まることができたり、

郵便の受け渡しをした駅逓があります。駅

逓は昔の道の駅だと思ってもらえればいい

かもしれませんし、道内あちこちにまだ残

っているので活用ができると思います。ま

た、道内至るところにある炭鉱跡地も、一

つの産業遺産という形で取り込んで、コー

スに組みいれることもできます。 

 フットパスに関する交流では、イギリスのランブラーズ・アソシエーションという団体

（ランブラーズというのは「そぞろ歩き」とか「ぶらぶら歩き」という意味）の方を招い

て黒松内町でフォーラムもやりましたし、えりもの山道では、使っていると道も少し荒れ

てくるので、スコップを使ってその修復を

しました。真ん中で一生懸命やっておられ

るのが、えりもの町長さんですが、地元の

子供もいれば、農協女性部の方、地元の人

たちだけではなくて、札幌から来た 25 人ぐ

らいの人たちと一緒になって、こういった

作業に当たりました。 

 今日のテーマの一つの“健康”にも絡ん

でくると思いますが、歩くこと自体がすで

に健康につながるということです。よく聞かれるのは、ウオーキングとフットパス歩きは

どこが違うのか、ということです。私は、ウオーキングというのは体育会系の活動で、わ

き目も振らず、一生懸命歩く。それはそれで結構なのですが、それは個人のレベル、パー

ソナルな部分で終わってしまうわけです。フットパス歩きというのは、今ご覧になってい
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ただいてお分かりいただいたように、社会とのつながり、地域とのつながりが濃厚という

ことで、歩くことで健康にいいだけではなくて、地域の健康といいますか、地域の元気に

もあずかるというところが、ウオーキングとフットパス歩きの大きな違いではないかとい

っています。 

 スペインの「巡礼の道」というのを聞いたことがありますか？実はそこを、今月 10 日か

ら 18 日にかけて歩いてきました。850 キロありますから、全部歩き通すと 50 日ぐらいか

かるそうですが、今回は 8日間でしたから、バスも適宜使って、ハイライトの部分だけ歩

くという、ちょっといい加減な歩き方をしてきました。向こうでは、歩いている人が多い

のにびっくりしました。全区間、1 日当たり万という数の人が歩いている。朝方には、湧

き出るがごとく、宿から巡礼者が出てきます。2,000 円ぐらいで泊まれるような安い宿が

あるのです。僕らが泊まった街の中の普通のシティーホテルのフロントに聞いてみますと、

そこのホテルの半分以上、あるいは、時期によっては大部分を歩く人から恩恵を受けてい

るという話でした。また、荷物も大きくなりますから、泊まったところから次の区間まで、

当座要らない荷物は車で運んでもらえるというデリバリーサービスがありました。それか

ら、歩く人に、非常に安く食事をさせてくれるところがあって、本当に、巡礼の道で成り

立っているという仕組みがよく見えてきました。その話はまたいつか、ご縁があったらし

たいと思っています。 

 イギリスにも毎年歩きに行っています。イギリス、スペインとかイタリアの南欧、それ

からドイツ辺りの北欧は、“道”あるいは“歩く”ことに対する意識、制度の違いがけっ

こうあります。日本がどの辺にはまったらいいか、ということも考えさせられます。 

 道内各地のさまざまなフットパスを紹介しましたが、今年の 6月に苫東環境コモンズが

管理しているいくつかのフットパスを歩いてきました。それぞれが、特徴を持ったフット

パスになっていて、特に、柏原地区のフットパスはイギリスのフットパスを思わせるよう

な風景が楽しめますので、お時間のあるかたはぜひ、いらしてフットパスを大いに楽しん

でいただければと思います。どうもありがとうございました。（拍手） 

 

 

(司 会) 

 小川さん、どうもありがとうございました。 

 次の瀧澤先生は特に、こころの健康に森林が欠かせないという立場で、いろいろな事例

をお話しいただけると思います。私どもの優しいコナラの雑木林がどういうわけか、うつ

で悩むかたがたなどに優しいという評価を得ております。人々が入りたくなるような林を

作るのがある意味、私どもの裏側のミッションですので、そのへんにも接点があると思い

ます。では、瀧澤先生、お願いいたします。 
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５．講演２ 

『心の健康と身近な森』 

～苫東緑地のフットパス利用と森林健康～ 

 

医療法人こぶし 植苗病院精神科医 瀧澤 紫織氏 

 

 

 ご紹介にあずかりました植苗病院の瀧澤です。よろしくお願いします。今から 40 分ほど、

「心の健康と身近な森」ということについてお話をさせていただきます。 

 実はこのスライドでは、自分の病院の周りに、コモンズのかたの協力を得てフットパス

を作っていただいたのですが、その話が全部抜けていることに気がつきましたので、そち

らの話を先にさせていただきます。病院では週に 1回、森林療法の時間があり、希望者に

森林のフットパス歩きをしていただいています。病院の中のいろいろな活動の中でも人気

があって、真冬も含めて 1年中行っていますが、森を歩く活動に参加するとよく眠れると

か、気持ちが落ち着くとかの理由で、人気の高い活動になっています。森歩きがすごく好

きになって、毎日歩く人というのはだんだん使う薬の量が減ってきて、とても健康的にな

り、退院した後も、自分で身近な森を見つけて歩くようになると、いつしか通院も遠のき

ます。でも、そういうかたは、まだ少数なので残念です。 

私が関心を持っているのが、身近な森林環境を恒常的に利用するということです。身近

な森とは対照的に日常から遠く離れた森林環境に身を置く転地療養は、いわゆる、ドイツ

で発展した保養地医療がそれにあたります。ドイツでも、生まれ故郷と環境が違ったとこ

ろほど効果が高いといわれています。です

が、森を健康増進に利用するときには、身

近な森というのがいろいろな意味でとても

重要です。なぜならば、毎日の生活の中に

取り入れやすい事、慢性疾患の方や、日常

のストレスを抱えたかた、子供や高齢者の

かたの事を考えると、身近な森林環境で恩

恵を頂くということがとても大切になって

くると思うからです。 

 優れた森林環境での保養も、もちろん素

晴らしいことですが、「身近な森林」というのは、健康という意味で考えると、さまざま

に有用な面があると思っています。欧米、特にイギリスなんかでは「ライフラインとして

の森林環境」という言葉を使ったりもします。要するに、きれいな水があって健康が保た

れるように、いい森林環境が身近なところにあることが、水や電気が調っているように、

人の生活とか健康にとってとても大切な意味を持つという視点がイギリスでは一般的に広

がっています。 

 また、旅行に行って気分転換、リラクゼーションというのはもちろんありますが、なる

べく日常的に、近い場所で費用がかからずにできるほうが、持続した健康管理に役立つの

ではないかと思っています。 
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 私が、この話をするときにいつも紹介する研究は東京医科歯科大学の高野先生の論文で

す。この先生が 2002 年に、東京都の 3,000 人の高齢者のかたの寿命を調べました。つまり、

当時 78 歳、83 歳、88 歳というかたたちがそれぞれ、5 年たったときに生存率がどうなっ

ているかを見たものです。長生きのひけつは例えば、すごく質の高い食事を取る、家族に

恵まれていてとても豊かなつながりを持つ、あるいはコミュニティーに参加していて何か

の役割意識を持つなど、いろいろな要素があると思うのですが、それと同じぐらいに大切

なのが、緑の散歩道が居住地のそばにあるということです。つまり、緑の散歩道を歩いて

楽しんでいることが長寿に強くかかわる、という研究発表をされています。 

それとともに、イギリスでも大きな調査があり、15～60 歳までの 4,000 万人の国民に対

して、緑が少ない地域から緑が多い地域まで 5段階に分けて、その人たちのすべての病気

の死亡率を見たのです。ここで分かったことは、緑豊かな環境に住む人は、全死亡率と心

臓疾患の死亡率が優位に低いことが分かったということです。これは 2008 年の発表です

が、医学系でも「ネイチャー（Nature）」に匹敵するぐらい有名な雑誌が幾つかあって、

そのうちの「ランセット（The Lancet）」という雑誌に載ったとても有名なエビデンスで

す。 

 実はイギリスでは、健康上の格差が問題になっています。所得差で病気になる率が変わ

るということです。特に心臓疾患は、経済的に厳しい環境にいる人のほうが、かかりやす

くて死亡率も高いといわれています。それが緑豊かな環境では、所得格差が最も少なかっ

たということが分かりました。つまり、社会経済上の健康格差を解消するためには、健康

を促進する自然環境がとても重要だということです。要するに、都市計画をするときに、

緑がたくさんあるとか緑が健康に影響する要素というのはとても大事だから、緑がある散

歩道というものを念頭に置いて計画すべき、ということで、これは日本にもイギリスにも

共通しています。とにかく自然環境の健康への効果への関心が高まり、それを社会に知っ

てもらい、健康増進に役立ていくことの重要性が科学的に立証されてきているのです。 

 健康と身近な自然を考えていくキーワードが幾つかありますが、イギリスでは 75％が都

市近郊に住んでいるので、都市からアクセスしやすい自然の意味を見ています。 

 これは日本も一緒ですが、現在の疾病構造が運動不足と現代社会のストレスが関係する

ということが指摘されています。運動不足と心の健康は一見、関係ないように思われるか

もしれませんが、うつ病とか幾つかの精神科の病気、子供の多動の問題といったものは、

運動と関係があるのではないかと証明されつつあります。神経のダメージを回復させる物

質（BDNF 脳由来神経栄養因子）を人間は頭の中に持っており、歩くことによってその物

質が盛んに分泌されるのではないかといわれています。精神的な疲労というと、気分的に

潤いを与えるようなものに意識が向きがちなのですけれども、歩くとか体を使ってみるの

は気分転換にとても役立ち、うつうつと頭が堂々巡りして、いろいろなことを考えていた

状態からポンと解き放たれるということがあり、運動というのはメンタルヘルスにはとて

も大切な要素なのです。現代の社会ストレスは、まさしくメンタルヘルスの問題に直結し

ていて、こういったものは自然環境が解決してくれる可能性があります。 

 苫東のような、入りやすいフットパスがあって、そこに行ってみたいという場所がある

だけで、自然に運動がしたくなるといった状態になる。それが、フィットネスや病院のリ

ハビリの場で何時間運動をしなさいというより、よほど効果があるといわれています。 
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 認知症のお年寄りの施設で、森林療法にかかわったことがありますが、病院のリハビリ

の場所で「動きましょう」といってもなかなか動かないし、無理に動いてもらうと、気分

を害したり、その後、二度とそこに行かなくなったりしてしまいますが、森の中に行くと、

すごい勢いで、すごく活気が出て活動的になる人も多いことがあります。自然環境という

のはやっぱり、運動をとても自然に誘う性質があります。 

 日本でも、イギリスでも慢性疾患とか障

がいを持ったかた、高齢者のかたを施設で

はなくて、なるべく地域生活の中で診てい

こうという動きがあります。そういったと

きに、自然環境が、地域生活の中に暮らす

場として大きな役割を演じるといわれてい

ます。例えば、このようなお年寄りが散策

している姿は、無理のない運動促進であっ

たり、こうして何人かで歩くことによって

人と人とのつながりができます。慢性疾患

とか障がいを持ったかたがたは、ただ単に薬で痛みを取る、いいリハビリ機器に恵まれた

環境にいること以上にインフラストラクチャーとしての自然環境には意味があるという考

え方があるのです。 

 イギリスでは、身近な自然になじんでもらうためにいろいろなキャンペーンを行ってい

ます。そこでうたわれている「三つの効果」というのは、まず第 1は慢性のストレスを減

少するということです。自然環境では、きれいな青い空に自然に目が向いたり、小鳥のさ

えずりに耳が向いたり、自分たちが集中しようと思わなくても、いろんなものに気持ちが

向きます。それ自体がすごくいやしになるのです。何かの作業に一生懸命に集中すると、

人は疲れ果てていきます。そして、反射能力が落ちてきて、作業能力も落ちてきますが、

自然の中で過ごすと、いろんなものに気持ちを向けて、別の意味での集中力を使っている

にもかかわらず、その後の作業能力が向上し、リラックスが得られるといわれています。

そういった意味で、慢性ストレスを軽減するだけではなくて、作業能率を上げ、いわゆる

いやしといいますか、気持ちが落ち着いて、リラックスできて、活気が出てくるという性

質があります。あとは、第 2は身体運動を促進するということです。 

 イギリスでフットパスを作っていろんな人に歩いてもらうというのは、さまざまな意味

でのコミュニティーの協力がないと成り立ちません。ただ歩くためのグループもあれば、

芸術療法をするグループ、子供たちと遊ぶグループと、いろいろな形のグループがありま

すが、このような多様な活動は、それぞれのコミュニティーの協力がないとできません。

そこで、自然環境を利用する健康づくりは、人同士が結びついていくというコミュニティ

ーの力を結集しないと成り立たちません。第 3の効果はコミュニティーの形成です。 

 イギリスのエセックスで、メンタルヘルスの問題に関わるＮＰＯがあるのですが、緑の

環境とショッピングモールを散策したときの違いを見る実験に、そのＮＰＯの人たちが参

加してくれました。 

 緑色が緑の環境で、青色がショッピングモールを歩いたときです。自尊心(self-esteen)

というのは、ショッピングモールを歩いて改善した人は、緑の環境を歩いた人に比べると
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かなり低い。でも反対に、悪化した人がか

なり多い。ほかにも意欲とか、コミュニケ

ーションをとる能力とか、いろんな検査を

していますが、特に自尊心、うつ状態、そ

れから緊張というのにすごく効果がありま

した。自尊心というのはとても大切で、精

神的に不調を訴える状態というのは、自分

がとても情けない状態だと考え、うつにな

ること自体恥ずかしいと思いがちです。で

すから、「ありのままでいい」と自分自身を受け入れていくのは、病状の回復にも随分大

きな効果があります。 

 キリストがくぎで打たれた跡を「スティグマ（聖痕）」というのですが、私たちは「偏

見」という意味で使います。このスティグマの問題で、自分で自分をおとしめて病気がど

んどん悪くなるということを、自然環境は何とかいやしてくれるのではないかとイギリス

ではいわれていて、こういった研究も増えています。 

 北海道も日本全国の平均より 5倍、緑に恵まれた環境に住んでいるといわれています。

では、私たちは健康で病気も少ないかというと、そんなわけではありません。都市生活の

ライフスタイルになって、あまり運動もしません。小学校の子供たちの運動の実態を調査

したところ、田舎の風光明媚な地方に行くほど、車中心の生活になってしまい動いていま

せん。酪農家の家だと、友達の家や学校からものすごく遠く離れているということで、家

に帰ったらテレビを見たりゲームをしたりという状態になっています。ですから、周りに

自然が恵まれているだけではなくて、そこに入って運動して、歩いてということが必要に

なります。イギリスでは、それをいざなう仕掛けをいろいろな形で作っています。とにか

く動かそう、ということです。運動不足を解消するだけで、うつ、心臓病、大腸がん、乳

がんなどいろいろな病気が運動不足に関係しているので、それらが予防できると医療費は

ものすごく削減されることから、一生懸命、「Walking the Way to Health」という心臓病

予防の活動を、心臓病基金とイギリスの森林局などが共同でやっています。 

 ネットで、自分の住所を入力すると、「何月何日に住んでいるそばでこういう運動でき

る活動をしています」、と検索できる仕組

みになっていますし、写真にも、普通は「芝

生に入るな」という看板が多いのですけれ

ども、「芝生に入って、歩いてください」

というものがあります。「こっちに行った

ら木があります」「こっちに行ったらリス

がいます」「こっちに行ったら鳥がいます」

という看板があります。つまり、歩いてそ

こに行きたくなるようないろいろな仕掛け

をしているのです。 

 研究報告や事例報告を見ると、森林はあらゆる年齢層にあらゆる形で効果があるといわ

れています。子供の健全な発達を促す、高齢者の認知症を予防する、生活習慣病を改善す
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る、現代社会のストレスも軽減する、がんの痛みを緩和し、心臓病の人を健康にする―

という、いろいろな効果があります。ポイントは、その場所に行けば、平等にその恩恵を

被ることができるということです。つまり、特別な高価な薬を使い、特殊な治療法を受け

るという限られた人に提供されるものではなく、身近に行くことができて、しかもいろい

ろな恩恵がある素晴らしい存在だということです。北海道、そして日本でも少しずつ広ま

りつつある、森の幼稚園とか保育園の取り組みが、子供の心身の発達とかコミュニケーシ

ョンの能力を作っていくともいわれています。 

 これは認知症の施設ですけれども、認知

症のかたがたが森の中で生き生きしている

場面を、私は何度も見ました。この中で過

ごしている人に本当に認知的な問題がある

のか疑いたくなるぐらい、自然な感じなの

です。施設の中にいると障害を持ったかた

という感じがするのですけれども、そうい

った効果が自然環境にはあるということで

す。 

 ここはスギ・ヒノキ林で、30 年ほど放っておかれた場所ですが、専門施設からすぐのと

ころに職員のかたが広場を作って、お年寄りが和む場所にしたのです。あまり遠くだと、

連れていくだけでも大変な労力になりますし、病院から近いと、転倒や、不測の事態があ

ってもすぐに対応できるので、職員の心理的な負担が少ないのです。この帽子をかぶった

かたたちが認知症で、この施設は認知症の

施設の中でも重度のかたを診るところで

す。これだけではちょっと分からないかも

しれませんけれども、そんなに重いかたと

いうよりは、ごく自然に家族と面会してい

るように見えると思います。重度のかたが

いる施設なのですが、社会性とか意欲が改

善してくるし、自発性も出てきます。この

中で料理を作り、いろんな遊びをするので

すけれども、施設の中とは全然違う意欲が見られますし、情緒が安定しています。怒った

り泣いたり、情緒が不安定になるような認知症の症状が出ることがあるのですけれども、

そういったことが少なくなってきますし、

コミュニケーションの改善が認められま

す。疎通がいいかのように、そういった状

態になります。 

 高齢者の認知症のかたを自然環境の中に

連れていく人の共通の感想ですが、午後に

森にお連れして、「お昼、何食べたの？」

と聞いても、食べたかどうかも覚えていな

いし、何も分からないというかたが、1 週



- 30 -

間たって、1 週間前に森で過ごした記憶を

残していることがあります。なぜかは分か

らないのですが、かかわった人の顔と一緒

に覚えていて、森の体験を、総合的にきち

んと記憶にととどめているのです。きちん

と証明できませんが、頭だけではなく、五

感もともに刺激されて、体の記憶みたいな

ものもあるのではないでしょうか。この森

の中を歩いた話をしてくれる人は多くて、

そこのレクリエーションのことはよく覚えているのです。とにかく施設の中では何もしな

いのだけれども、こうしてたき火をしていると率先して、何かしようという動きが見られ

ます。 

 今度は子供の話です。「森の幼稚園」というのは、子供の学習面とか社会的な行動、手

先の器用さ、集中力、忍耐力などいろいろなものが身に着くという話です。 

自然の中でどろんこになって遊んだり、友達と大声でけんかしたり、そういったダイナミ

ックな遊びを、今の子供たちはできなくなっているのが現状です。昔、私たちもそういう

遊びをしましたが、自然環境の中でそれを再現していくということで、こういったたくさ

んの効果が出ると報告されています。実は子どもにとっての森の効果が、大人になってか

らのメンタルヘルスにものすごく役立っていると思うのです。 

 遊んでいても、子供同士の階層があったり、力関係があったり、みんなで相手のことを

配慮しないと一緒に遊べなかったりします。一つの遊びを達成するためには、自分のこと

ばかり言っていてはできないわけです。だから、そういった遊びの中で自然に培われた能

力は社会に入ったときにとても有用になりますが、それがなくなってきています。現代う

つ病とか新型うつ病が増えていますけれども、そういう状態に陥るのは、コミュニケーシ

ョンがとれなかったり、相手の意図がよく分からなかったり、忍耐力がなかったりという

ことが原因になっている可能性もあると思います。子供のころの遊びというのは、後々の

人生を豊かにし、達成感のあるものにしていくのに大きな意味があると思います。 

 これはドイツの森の幼稚園です。すごい

エネルギーを使って遊んでいます。室内環

境に慣れていると、1 日つきあったらへと

へとになるぐらいの遊び方をしています。

そういった森の幼稚園が今、ヨーロッパの

国々で広まっています。それを見習って、

北海道でも森の幼稚園を作っています。他

にも自然の中で遊ぶことを全然知らないと

いう小学生の子供たちを新冠の森の小学校

に小学校の先生が率先して取り組んでいます。外で遊ぶと表情が違います。みんなで遊ぶ

ので、譲り合ったり、話し合ったり、時にはけんかになるという活発なコミュニケーショ

ンが見られますが、子供たちは全世界共通だと思います。 
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 フィンランドの小学校の休み時間の使い

方は、できるだけ外で遊ばせようというこ

とで、休み時間は教室のドアを閉めて、子

供を閉め出します。マイナス 20 度ほどにな

りますが、それでも閉め出して外で遊ばせ

る。フィンランドでは、教育の中で本を読

むことと外遊びはとても大切にしていま

す。地域の公園では、子供たちを外で遊ば

せる役割の保母さんみたいな人たちがい

て、冬の間も外で一生懸命遊ばせています。それとともに本もたくさん読んでもらうとい

うことをしています。日本とフィンランドの勉強時間の差は、年間 1,000 時間以上です。

もちろん、日本のほうがよく勉強しています。でも、ＯＥＣＤで世界の学力調査をすると、

フィンランドの子供は世界で 1番といわれ、日本の子供たちは、学力が低下傾向にありま

す。もちろん読書の要素もあると思いますが、遊びを大切にする、それも自然環境の中で

遊ぶことが、学習能力も含めたさまざまな大きな恩恵をもたらすという話だと思います。 

 これはイギリスでよく引用される図です

が、健康ウェルビーイングという、心身共

に健やかで、幸福で満ち足りた生活をして

いるというものです。これはただ単に健康

であるだけではなくて、地域とつながりが

あり、地域で役割があることだと思うので

すが、こういった健康というのは今、どう

しても個人に寄っているというのが現状だ

といわれています。今、認知症を予防する

薬があります。しかし、運動が少なく、刺

激の少ない、人づきあいの少ない生活の中で、認知症を予防する薬だけを飲んでいてもダ

メだということです。運動は、健康には役立つかもしれませんが、認知症予防には生活習

慣とか運動が欠かせないといわれています。足腰が衰えてくるとどうしても、認知機能が

落ちてきます。社会とのつながりも、認知症にとても大きな予防効果があるといわれてい

ます。薬を与えるだけで認知症を予防しようと思っても、限界があるということです。そ

れで、例えば歩く活動をしているといったことで病気予防していくというのは、環境の改

善にも役立つし、本人の健康にも役立ちます。 

 前はここに疾病という言葉があって、ここに予防という言葉があったのですけれども、

今は格差社会の健康の問題が大きくなっているので、「不平等から平等に」という話があ

ります。この地域社会の中でもいろいろな階層の人がおしなべて健康になるという状態は、

個人と環境と地域社会が調和した形で初めて実現できると思っています。 

 「ＢＴＣＶ（British Trust for Conservation Volunteers）」（イギリスの環境保全の

ボランティア活動）をしながら、精神科リハビリを行うことが盛んになっています。今年

の春に友人がＢＴＣＶに参加して、その活動を視察に行っていますが、活動している人に

はメンタルヘルスの不調者がたくさんいるそうです。病院から処方をもらって、「ここで
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活動してリハビリしてください」ということで活動しています。私もこの環境保全活動が

大好きですが、こういう活動をすると、自分が運動しているということだけでなく、地域

に貢献できて、環境をよくしているという達成感を得る領域が広がっていくわけで、自分

が活動した効果が表れるというのは、メンタルヘルスの不調者とか、慢性疾患で悩んでい

る人にすごく大きな刺激になります。 

 身近な森林環境の効果を概観していくと、直接的効果では、物理的、化学的な森林環境

の持つ特性で、間接的な効果では、健康上の格差を小さくすることなどがあります。それ

で、アクセスしやすい自然環境があったら、

どんな人でも健康になる可能性がある。特

に、メンタルヘルスの改善効果は大きいと

いわれています。 

 もちろん、楽しみながら活発に運動しま

すので、アクセスしやすい森林環境とか自

然環境があるだけで、平均体重が何キロ違

うとか、子供の肥満が減っているという研

究結果もいっぱい出てきています。 

 また、その活動自体はコミュニティーと

の結びつきを強化して、とても有機的な効果を出しています。最初に、社会が直面してい

るさまざまな問題を解決してくれると、いいましたが、そういった大きな役割を、自然環

境がこれから担うのではないかと考えています。 

 最後になりましたが、質の高いアクセス可能なフットパスとか休憩所の調った身近な森

林環境は、健康やいろいろな意味での幸福な生活実現のために素晴らしい可能性がありま

す。身近な森林環境は、寿命を延ばし、健康上の不平等を解消して、自然に運動を促しま

すし、人を健康に導き、心理的、精神的な安定をもたらします。苫東環境コモンズの活動

によって、身近な自然環境や地域の土地をみんなで利用するということが広がり、森林環境

によって健康になる人が増えていくことを願います。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

 

(司 会) 

 ありがとうございました。 

 ＮＰＯとのかかわりで申し上げると、私たちはそういう場づくりをしているということ

がありますが、最後のお話にあった、ＢＴＣＶでメンタルヘルスの作業に取り組まれてい

るということですので、苫小牧のように地形が平坦なところは、こういうフィールドとし

て、もっともっと使ってもいいという新しい使い方も見えたと思います。 

 今日は非常に充実したお話を伺いました。本来ならば、ここで質疑などもしたいところ

ですが、時間が押しておりますので、このフォーラムが終わってから時間があれば個人的

にしていただくことにしたいと思います。 

 最後に、私どもＮＰＯの原口代表が一言ご挨拶申し上げます。 

 



- 33 -

６．閉会挨拶 

（原口代表） 

ＮＰＯの代表をさせていただいております原口と申します。 

 特にスウェーデンの万人権、自然享受権についての小磯先生のお話

は、心に強く残っております。 

 小川先生からは豊富なフットパスの事例をお話しいただき、ありが

とうございました。 

 最後に、健康に関しての植苗病院の瀧澤先生のお話は、私自身が認知症に関心を持って

聞かせていただきました。共通して言えることは、フットパス、緑の環境、それらすべて

にマイナスになることは一つもなくて、子供から老人まで、プラスになるお話ばかりだと

いうことをお聞きしますと、苫東のフットパスについてはこれからますます皆さんの利用

が増えていくだろうと期待しております。どうぞこれからもよろしくご支援のほどお願い

いたします。 

 今日は長時間、ありがとうございました。（拍手） 

 


